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日本列島北端で展開された

1.はじめに

本州各地で弥生文化が受容され、水稲稲作を基本的な生業とした生活が始まっても、水稲稲作を

受け入れることがなかった北海道では、それまでの縄文文化の伝統を引き継いだ続縄文文化が営ま

れていた。だが、続縄文文化を担った人々は北海道の地に止まることなく、海峡を越えた南の地域

と交流し、 4 世紀から5 世紀の続縄文土器は宮城県や新潟県付近まで進出している。異文化との接

触・交流を繰り返すなかで、8 世紀を迎える頃には東北地方北部で展開された土師器文化ー農耕文

化…の影響のもとに、擦文文化と呼ばれるそれまでとは異なった文化が成立した。

土器からは数千年間にわたって施文されてきたf縄文J が消えて、住居の構造も円形もしくは楕

円形の竪穴住居から、4本柱を基本とした造り付けのカマドと煙道をもった方形の竪穴住居へと変

わる。鉄製品が使用されるようになって石器の使用は限られ、機織りの技術が導入されたことを向

わせる紡錘車が出土するほか、雑穀類の種子が出土し、鍛冶の技術も導入されフイゴの;j;j口が出土

するなど、発掘で得られた造物や遺構といった文化内容は以前とは大きく変革したものとなってい

る。その初期には北海道中央部の石狩低地帯に、東北北部と同様な小規模な墳丘をもった「北海道

式古墳j と呼ばれる墳墓も造成され、東北北部との同一性がみられる。

擦文文化は北海道在来の続縄文文化が東北北部で展開された土蹄器をもった文化の影響を受けて

成立した文化であると先学によって説かれてきたが(河野・名取、1938、百鮒、 1965)、東北北部

や北海道での発掘で得られた関銘資料の蓄積を基にした上野(1992) によった、「擦文文化は、本

ナ1'1 に中心がある土師器文化が地方化したもので、北・海道と東北地方北部など律令制の影響が希薄な

地域に、 7 世紀から11、 12世紀ころにかけて分布したものであるo (略〉擦文文化は、従来考えら

れてきたように8 世紀を前後した時期に本州方碩からの政治的な強い影響で短期間に成立したもの

ではなく、続縄文時代後期の段階ですでに擦文文化にみられる文化圏・立地・生業の面での萌芽が

認められるところから、4 世紀から6 、 7 世紀ころまでの本州の農耕文化との長い密接な交流を通

じて、続縄文文化の土台の上に、しだいにその基礎が形づくられ成立したものといえる。(略)少

なくとも北海道中央部以西の地域と本州の東北部とは頻繁な交流を繰り返し、東北地方の住居構造

とか生業の変化などに対応するかたちで、北海道の文化も開一歩調で変化していったものと考えら

れるj とした、擦文文化を東北地方北部で展開された土師器文化が地方化したものとする指摘がさ

れるようになっている。また、1994年に行われたシンポジウム「渡島半島の擦文文化」での、7 世

紀から 8 世紀の東北北部から北海道にかけての土器群は土師器としたほうがよく、抽寸'rJ....悼寸

て成立するようになるのは9 世紀の段階で、 9 世紀には東北地方全体が大きな画期にふく

した三浦 (1995) の指摘もある。擦文文化の成立やその文化内容は、新たに蓄積

て考え直す時期をむかえている。



雑穀農耕に関して論議され始めたのは、護憲町豊里遺跡の住居跡からはU字形鉄器と呼ばれた鍬

先やソパ、アワの炭化種子出土が報告され(河野、 1959)、八幡縞 (1966) で根室市西月ヶ岡遺跡

の住居からキビもしくはモロコシとされた炭化種子の出土が報告された頃からである。桜井

(1967) は「また住居の周辺には、アワ、ソパなどの穀類も栽培されたであろう。(略)近世アイヌ

の農業には、日本の弥生文化、古墳文化の農業技術がみられ、このことは案外早くから北海道へ原

始農業がはいっていたことを物語るものとして見すごすことはできないと思う。J と、擦文文化の

雑穀農耕を肯定的に考え始めた。その後、後藤 (1974) によって・浦幌町十勝太若月遺跡からオオム

ギ、シソ、アワの出土が報告されると、石附 (1974) は「さて、北海道の擦文式文化の場合、稲作

はともかくとしても、農耕が行われたことは前三遺跡、の具体的資料の出土例からして確実とみてよ

いであろう。(略)農耕という要素も、そうした各種要素と複合体をなして擦文式文化の中に組み

込まれものと思われるのである。それはまさに気候的条件さえよければ稲作が伝えられでも決して

不思議ではないと思われるほどである。(略)しかし、本州文化の強力な文化的影響の下に成立し

た擦文式文化の当時にあっては、近世以降のアイヌ民族の状況から考える以上に農耕の比率の高か

った可能性も決して捨てきれないことは確かであろう。」と、擦文文化の畑作農耕の役割を高く評

錨しようとした。しかし、 1970年代に農耕の痕跡が発見されたのは 3 遺跡のみで、擦文文化の生業

形態の中での農耕の役割はマイナーなものであったとされていた。

擦文文化の農耕に関する資料が増加するのは1980年代になってからである。そのきっかけとなっ

たのが札幌市の北海道大学構内サクシュコトニ川遺跡の発掘調査であった。以下では、北海道の擦

文文化遺跡から出土した栽培種子をとおして、日本列島北端で展開された畑作農耕の実態を探って

いき fこい。

ところで、擦文文化の開始時期についてこれまでは 8 世紀頃とされてきたが、最近になって東北

北部の 7 世紀後半から 8世紀初頭にかけた土師器に「北大E式J 土器が伴出することから、擦文文

化の開始は 7 世紀後半とするのが有力である(横山、 1988)。ここでは、擦文文化の凋始年代と、

概ねの擦文文化の時期底分について横山 (1988、 1990) に従うこととする。

2. 北海道の遺跡から出土した栽培種子

1)擦文文化成立以前

縄文文化:栽培種と考えられる種子では、縄文時代前期末から中期初頭の南茅部町ハマナス野遺

跡で竪穴住居を埋積した土壌中から出土した 1 粒のソパの種子が今のところ最も古い (G.

Crawford、 1983)。ソパ栽培の存在を示すソパ属花粉は縄文時代後・晩期の遺跡、から検出され始め、

小樽市忍路土場遺跡の低湿地部では後期中葉の造物包含層から、奥尻町東風泊遺跡では晩期初頭の

遺物包含層から、千歳市ママチ遺跡では晩期末の住居跡からソパ属花粉が検出された(山田・椿坂、

1991a、山田、 1992)。忍路土場遺跡ではこのほかに、ゴボウ、シソ、ホオズキの種子が出土して

いるほか(矢野、 1989a)、同じく小樽市塩谷遺跡で、は晩期末と推定されている土壊中から炭化し

たオオムギが出土した(吉崎、 1990a) 。

続縄文文化:本州以南の地域で弥生文化が展開されていた続縄文文化前半期には、東北北部の弥

生式土器と類似した恵山式土器を共有する土器文化圏が道央の石狩低地帯以南に形成される。この

時期にはソパ属花粉が検出される遺跡は石狩低地帯以南の 6 違跡と増加し(山缶、 1992) 、恵、山式

土器文化留のなかでソパ栽培が行われていたことを示す。気投条件悪かった北海道では水稲稲作は

受け入れなかったものの、畑作物の一部が取り入れられたものと考えられる。

東北北部でも弥生時代前期の八戸市八幡遺跡12号住居からコメとともにオオムギ、コムギ、アワ、

ヒエ、キビなどの炭化種子が出土し、稲作だけではなく畑作も行われていたことが明らかにされて

おり(吉崎、 1992a)、畑作物の一部と栽培技術が土器文化簡を共有していた北海道に伝播してい

たとしても不思議ではない。恵山式土器文化閣のなかでは上磯町茂別遺跡からアサと栽培種のヒエ

属が、余市町大川遺跡からはキビ、アサが出土し(吉崎、 1996)、ソパだけでなく複数の作物が伝

播していたことも明らかになっている。

続縄文文化期後半に入り後北式土器が使用される 3---4 世紀頃には、江別市江別太遺跡からはア

サとゴボウが(矢野、 1981)、札幌市K135遺跡からはオオムギが出土する (G.Crawford、 1987a) 。

その頃、北からはサハリン南部や道北部に分布の中心をもった鈴谷式土器が、南からは天王山式・

赤穴式など東北地方の弥生時代末期の土器が道央部まで達するとともに、後北式土器も太平洋岸は

宮城県まで、日本海側は新潟県にまで達し、その後に続く北大式土器や北大式に特徴的な黒曜石製

円形掻器も宮城県北部や北上川上~中流域、馬淵川流域まで達し、北海道の南で展開された農耕文

化との交流が継続してことを示す(上野、 1992) 。

オホーツク文化:道央部で擦文文化が展開され始まった 7 世紀から 8 世紀にかけた頃、オホーツ

ク海沿岸部に立地したオホーツク文化期の遺跡からも栽培種子が出土する。雄武町雄武竪穴群遺跡

l 号住居跡からは 8 世紀頃の沈線文と刻文が施文された沈線文系土器が出土し、同住居床面からオ

オムギとキビが出土した。オオムギの 14C年代測定値は1540土60y.B.P. (GEO-1406)、暦年代でA

D590年 (AD535---AD635年)が得られている(山田、 1995)。また、直線状もしくは波状貼付文、

もしくは波状貼付文に擬縄貼付文が組み合って施文された土器が出土し、 8 世紀から 9 世紀初頭に

位置づけられる枝幸町目梨泊遺跡 4 号住居跡床面からはオオムギ、キピ、アワが出土している(吉

崎、 1994a)。更に、直線状や波状の貼付文が施文された土器が出土し、 9 世紀頃とされている網

走市二ツ岩遺跡 2 号住居跡からもオオムギ、アワ、キビが(山田ほか、 1991a)、同様な土器が出

土した湧別町川西遺跡でもオオムギ、アワ、キビが出土した(吉崎、 1995)。ニツ岩遺跡から出土

したオオムギの年代は1270土60y.B.P. (GEO-1404)、暦年代でAD780年 (AD690---875年)、川西

遺跡のオオムギの年代は1300土 60y.B. P. (GEO-1405)、暦年代でAD720、 735 、 760年 (AD675--­

800年)である(山田、 1996) 。

2) 擦文文化

土師器文化の影響を受けて成立した擦文文化の遺跡は 7 世紀後半から 8 世紀にかけて道内一て円に

普遍的に分布したわけではなく、 7 世紀中葉から 9 世紀初頭には道央部から道南部に集落が分布し、

特に千歳市、恵庭市、札幌市、石狩市、小樽帯、余市町など石狩低地帯周辺に集中して分布する。

道東部や道北部の遺跡から土師器や擦文土器、蕨手刀などが出土しているが、擦文文化を担った集

団が集落を形成した痕跡はみられず、上記の遺物が客体として存在したことを物語る。擦文文化が

道央部から道北、道東部にも拡散して集落が形成されるのは10世紀後葉から 12、 13世紀にかけた擦

文文化中期後葉から後期に入ってからである。

ここでは、 7 世紀後葉から 9 世紀前葉を前期、 9 世紀中葉から 10世紀を中期、 11世紀から12、 13

世紀を後期として区分し、各時期に利用されていた栽培種子をリストアップすることとする。栽培

種子の出土が確認されているのは第 1 表に示した34遺跡からの17種類であるが、このほかに数遺跡

から栽培種子の出土が確認されているものの詳細が不明なためここでは取りあげていない。

前期:擦文文化のなかで栽培種子が出土した最も古いのが、蘭島D遺跡の81-9A、 82-11B、

A土墳墓から出土した一度炊飯された可能性が強い 7 粒の炭化したコメである(吉崎、 199
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の報告がある。主となるのはアワとキビで、遺跡によってヒエ、オオムギ、コムギ、ソパ、アズキ、

シソ属、アサとコメを伴う。

柏木川口議跡では 8 世紀代の 3 軒の焼失した住居が発掘され、 1 号、 2 号住居跡床面直上とそれ

を覆う床覆土を0.5m メッシュの小グリッド単位に分けて土壌試料が採取されてフローテーション

作業が行われ、アワとキビが検出された(吉崎、 1990d)o 1 号住居では床面のほぼ全面から脱穀

したキピとアワが合計で10.017粒検出されているが、多量に検出されたのは住居の北東部分で、 12

グリッドからはアワが1.297粒、キピが1 ， 343粒出土し、その周囲でも 100から 1 ， 000粒が検出され、

容器に収納されたものが火事によって散乱した状況を示しているo 一方、 2 号住居では東側の 2 グ

リッドと 24グリッドからアワが 6 粒とキビが 1 粒検出されただけである。

札幌市K435遺跡は 8 世紀前葉から後葉の擦文前期の遺物告含層 5 、 5\5a麗と住居跡、焼土

などからアワ 3，106粒、キピ388粒、ヒエ属90粒、コメ l 粒、ムギ37粒、シソ属 1 粒、アサ 1 粒と野

生種のタデ科、アカザ露、ガンコウラン、クワ属、キイチゴ属、マタタピ属、ニワトコ属、キハダ

j露、タラノキ罵、ミズキj議、ブドウ属、クルミ属などの種子や竪果皮片が出土した(吉崎、 1993a)。

ムギと分類されたものの中でオオムギは l 粒だけで、他は後述する札幌市サクシュコトニ}I I遺跡か

ら出土したオオムギとコムギのちょうど中間に当たる計誕値を示すものが大半で、コムギの可能性

があるものの断定はできないとされている。このように、擦文文化前期ではオオムギもしくはコム

ギが共伴するものの、それほど多くは出土しない。また、野生の果実の種子や竪果皮片も出土して

おり、採集活動も積極的に行われたことを示している。ここでは伯遺跡から出土した野生種につい

てふれないが、各遺跡から野生種の種子や竪果皮片が検出されている。

ところで、石狩低地帯や小樽市周辺の海岸平野沿いに分布する遺跡は、蔚状地や沖積地に面した

徴高地上(自然、堤防上)や海岸砂丘上に立地するが、泊村へロカルウス遺跡は標高60mの海岸段丘

上に位寵した遺跡で、他とは立地環境が大きく異なる。前期の遺跡としてはソパ属花粉を除けば石

狩低地帯周辺以外では初めて栽培種子が出土した遺跡でもある。向遺跡では 8 世紀頃の 4軒の住居

跡床面上やカマド周辺からオオムギ 5 粒、アワ 2 粒、キビ 3 粒、アズキ粒と、野生種のブドウ属、

クルミ属の種子や竪果皮片が出土している(吉崎・椿坂、 1997a) 。

このほかに、認館市鶴野 2 遺跡、千歳市三角山D遺跡の住居跡からソパ属花粉が検出され、種子

は確認されなかったもののソパ栽培が行われていたことを示している(山田・椿坂、 1991a、山田、

1992) 。

中期:中期の遺跡もお狩低地帯周聞に集中するが、石狩平野内陸部の深川市や旭川市、日本海岸

に沿っていくぶん北上した留萌市や苫前町賜辺まで遺跡の分布域が拡大する。この時期に該当する

遺跡で栽培種子が出土したのは札瞬市サクシュコトニ川遺跡、同市H317遺跡、 K113遺跡北35条地

点、同市K441遺跡北33条地点、岡市K39遺跡大木地点、千歳市オサツ (2)遺跡、伺市末広遺跡、向

市ウサクマイ N遺跡、同市ユカンボシ C2 遺跡、深川市東広里遺跡、小平町高砂遺跡、苫前晴香川

三線遺跡、同町香}l 16 遺跡など13遺跡で、アワ、キビ、ヒエ、ヒエ属、オオムギ、コムギ、ソパ、

小豆、シソ属、アサ、ベニバナ、アブラナ科、ウリ科、ヒョウタンなど14種類が出土したが、主と

なるのはアワ、キビ、オオムギ、コムギである。

この時期を代表するのが 9 世紀中葉から 10世紀に形成された札幌市サクシュコトニ] II澄跡で、士

崎・椿坂、(1990) によると 9 世紀後半の第 2 文化震からは 5 軒の住居跡と土壌、集石遺構と炭イ

物が集積した廃棄スポットや土師器、須恵、器、赤焼土器、支脚、フイゴの羽口、紡錘車が、 10世

の第 l 文化層からは焼土と土師質カメ、護形須恵器などが出土した。このほかにサケ類を
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第 1 図 栽培穂子・栽培穏花粉が検出されたオホーツク文化期・擦文文化期の遺跡

も
D

a

ｷ1..枝幸町自梨泊遺跡、 2. 雄武町雄武竪穴群透跡、 3湧別町川西遺跡、 4. 網走市ニツ岩遺跡、 5. 常呂町ライトコロ JII 遺跡、

6. 佐呂間町浜佐呂間遺跡、 7. 遠軽町寒河江遺跡、 8. 豊富町豊里遺跡、 9. 天塩町天塩川口遺跡、 10. 美深町補遺跡、 11 .名

寄市智東村遺跡、 12. 苫前町香Jl I6 遺跡、 13. 苫前町香川三線遺跡、 14. 小平町高砂遺跡、 15. 深川市東広患遺跡、 16. 根

室市西月ケ丘遺跡、 17.£)11 路市北斗遺跡、 18. 浦幌町十勝太若月遺跡、 19. 小樽市蘭鳥 D遺跡、 20. 小縛市爾怠 C遺跡、

21 余市町大川遺跡、 22. 神恵内村観音洞窟遺跡、 23 泊村へロカルウス遺跡、 24. 奥尻町青苗遺跡、 25. 松前町札前遺跡、

26. 函館市鶴野 2遺跡、 27. 札幌市 K113 遺跡、 28. 札幌市 K441 遺跡、 29. 札幌市 H317 遺跡、 30. 札幌市 K435 遺跡、

…31.札幌市 N426 遺跡三 32'; 札幌市 K39 遺跡ぶ 33; 札幌市サクシュコトニ川遺跡、 34. 恵庭市中島抹遺跡、 35. 恵庭市柏木

11 遺跡、 36. 千歳市オサツ (2) 遺跡、 37. 千歳市ユカンポシ 2遺跡、 38. 千歳市丸子山遺跡、 39. 千歳市末広遺跡、 40. 千

歳市三角山 D遺跡、 41. 千歳市ウサクマイ N遺跡

遺跡では擦文文化初期の土墳墓 18 基が発掘され、土墳墓からは万子、万、銀、錨子、針、鎌などの

鉄製品と錫製環や石製環、土師器や初期の擦文土器である北大図式土器などが出土した。 81-9A 土

壌墓からは口縁に鋸歯状文と胴部に波形に懸垂する粘土紐が貼り付けられた北大図式の護形土器と

石銀、万子、鋸子が、 82-11B 土墳墓からは小万、刀子、鋸子、 84-11A 土墳墓からは口縁が欠如し

た、頚部に浅い段をもった聾形の土師器と直刀 1 振、刀子、鎌が出土し、これらの土器や鉄器とと

もに炊飯されたコメが副葬されたものと考えられる。注目されるのは本州から渡来した豊富な鉄製

品で、コメについても鉄製品などとともに本州から持ち込まれた可能性が強い。

栽培種子の出土例が増加するのは 8 世紀に入ってからで、 8 世紀から 9 世紀前葉の小樽市麗島 C

遺跡(吉崎、 1990b) 、恵庭市中島松 5 遺跡 D地点(吉崎、 1990c) 、柏木川 11 遺跡(吉崎、 1990d) 、

千歳市丸子山遺跡(吉崎、 1994) 、末広遺跡(吉崎・椿坂、 1996a) 、オサツ (2) 遺跡(吉崎・椿坂、

1996b) 、ウサクマイ N遺跡(吉崎・椿坂、 1995a) 、札幌市 N426 遺跡(吉崎、 1992b) 、 K435 遺跡

(吉崎、 1993a) 、 K113 遺跡北 34 条地点(吉崎・椿坂、 1995b) 、同 35 条地点(吉崎・椿坂、 1996c) 、

H317 遺跡(吉崎・椿坂、 1995c) と泊村ヘロカルウス遺跡(吉崎・椿坂、 1997a) など 13 遺跡から



と考えられている「ヤナ状の遺構J も検出されているほか、サケ科の遊離歯や椎骨も多量に出土し

ている。栽培種子としてはキビが50 ， 000粒以上、アワが80 ， 000粒以上、オオムギが20 ， 000粒以上、

コムギが6 ，000粒以上出土したほかコメ、アサ170粒、シソ属、ウリ科、アブラナ科が出土した CG.

Crawford、 1987、吉崎・椿坂、 1990)。また、炭化物が集積した廃棄物スポットなと、からはオオム

ギやコムギの穏軸も出土しており、屋外で脱穀作業が行われていたものと推定されている(椿坂、

1989)。向じ中期の札幌市H317遺跡でも 9 世紀末から 10世紀前半の住居跡や屋外炉、焼土粒集中偲

所、炭化物集中鋼所からオオムギ85粒、コムギ46粒、アワ 2 ，390粒、キビ1 ，437粒、ヒエ861粒のほ

か、アサ、シソ属、アブラナ科、小豆と、コムギの穂軸、稗が出土した(吉崎・椿坂、 1995c)。

また、石狩平野の東端にあたる 10世紀から 11世紀頃とされている深}I I市東広里遺跡では、コメだ

村
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けが 10 粒ほど出土した(矢野、 1989b) 。

後期:中期後葉から後期にかけて擦文文化の遺跡分布は道北、道東部にも拡大する。議跡の分布

域拡大に伴って、栽培種子も北は日本海側の豊富町やオホーツク海沿岸の雄武町、東は根室市や劃 II

路市、南は松前町など、ほぼ道内各地の遺跡から報告があり、札幌市 K39 遺跡北 11 条地点、河市 K

39 遺跡大木地点、岡市 K441 遺跡北 34条地点、同市 K441 遺跡北 33 条地点、同市 K435 遺跡、千歳市

末広遺跡、小平町高砂遺跡、苫前町香川三線遺跡、同町香Jil 6 遺跡、豊富町豊盟遺跡、雄武町雄武

竪穴群遺跡、佐呂間町浜佐呂間遺跡、遠軽町寒河江遺跡、郵 II路市北斗遺跡、根室市西月ケ丘遺跡、

浦幌町十勝太若月遺跡、余市町大川遺跡、神恵内村観音洞窟、松前町札前遺跡など 19 遺跡から栽培

種子が出土した。余市町大川遺跡や同市 K441 遺跡北 34条地点を除けば、いずれの遺跡ともに出土

した栽培種子の種類・数は少ない。出土したなかではアワ・キピが主で、遺跡によってオオムギ、

ヒエ、ソノベモロコシ、小豆、シソ属、アサ、ベニバナなと、の幾っかが共伴する o 道東、道北部で

はみられないが、道央部、道南部の遺跡ではコムギとコメ、ヒエが共伴する例がある o

道東部で注呂されるのが浦幌町十勝太若月遺跡と(後藤、 1974) 、郵 II路市北斗遺跡である(山田、

1995b) 。若月遺跡では 11 世紀後半から 12 世紀と推定される焼失した住居跡の、カマド前から出土

した護形土器には脱穀されたオオムギがび、っしりと詰まった状態で発見され、住居中央部の板状の

炭化材上からはシソ属とキビが、住居跡北西隅からはキビが出土した。また、 12 世紀後葉から 13 世

紀と推定されている釘 II路市北斗遺跡でも、 6 軒の住居から多量のアサとキビ、オオムギ、小豆が出

土したほか、鎌や袋状鉄斧などの鉄製品が出土している。道北部の豊富町豊里遺跡ではキビ、緑豆

とともに多量のベニバナが出土した(松谷、 1986 、 Matsutani 、 1988 、山田・椿坂、 1991a) 。

一方、海上交通路を利用した東北北部との交易について論じられている道央部小樽市大川遺跡か

らは 11 世紀から 12世紀と推定されている遺構から多量のコメとオオムギ、ヒエ、コムギ、キピ

ワなどの出土が報じられているが(吉崎、 1990e ， 1996) 、詳綿は不明で‘ある。津軽海峡に面し

前町札前遺跡では 3 度にわたる発掘語査で鍛冶遺構が確認されたほか、住居内からコメ、オ

コムギ、アワ、キピ、モロコシの種子やネギ属の鱗芸、アカザ属、マタタビ属、ブドウ薦、

属、オニグルミなどの種子や堅果皮片が出土した(山田・椿坂、 1989 、 1991b) 。

ギが主であるが、コメも出土しており、対岸の津軽半島との交流があったと推定され

このほかに、札幌市 K441 遺跡、小平町高砂遺跡、天塩町天塩川口遺跡、

智東狂遺跡、常呂町ライトコロ遺跡、奥尻町背苗撞跡でのソパ属花粉の検出

培されていたことが明らかにされた(山田・椿坂、 1991a 、山田、

ウ
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3. 東北地方北部の遺跡から出土した栽培種子

1)栽培種子

青森県内の 7 世紀から 11世紀の奈良一平安時代の22遺跡からは、第2表に示したような農耕生産

された炭化種子16種類が出土している。その大部分はコメで、 17{留所の遺跡からその出土が報告さ

れ、コメに次ぐのがアワ、オオムギ、コムギ、ヒヱ、アサである。

三浦 (1991)によると、青森県の 7 世紀から 8 世紀の集落のほとんどが農耕を基本とする生業形

態をとり、津軽平野や馬淵}I I中・下流、北上}I I流域の沖積平野に面した段丘や徴高地上には稲作農

耕を基盤とした集落が分布し、太平洋側の山路部を中心としては小規模で、しかも集落の存在期間が

極めて程い、雑穀を中心とした焔作主体の集落が分布したとされている。前者に該当する遺跡とし

て黒石市浅瀬石遺跡、下田町中野平遺跡、尾上町李平下安原遺跡があげられ、後者として八戸市田

宿木平遺跡、同市丹後平遺跡、六田町堀切沢(3)遺跡、下田町向山 (4)遺跡をあげている。中野平遺

跡からはコメ、アワが(吉崎・椿坂、 1991)、李平下安原遺跡からはコメ、オオムギ、アサ、スモ

モが(浪岡、 1987、渡辺、 1987)、田面木平遺跡、からはコメ、アワ、シソ属、アブラナ科が(松谷、

1988)、堀切沢(3)遺跡からアワ、キビ、アサが出土した(吉崎・椿坂、 1992) 。

9 世紀-10世紀中葉には、 8 世紀代から継続した遺跡や、津軽平野や陸奥湾に面した沖積平野を

望む段丘上に濃い密度で遺跡が分布して、土蹄器や擦文土器に籾圧痕が認められるものが出土する

ほか、炭化米が出土する遺跡が増加し、 10世紀後葉から11世紀には津軽平野に特徴的な農村が展開

し、水稲稲作農耕を自的とした集落が分布するとした。代表的な遺跡として、多量の炭化米とヒエ、

コムギ、オオムギ、大豆が出土した、 11世紀の古舘遺跡、があげられている。一方、太平洋側では畑

作農耕主体の農耕形態がそのまま継続したとして、東北町内蝦沢蝦夷館連跡を併としているが(三

浦、 1991)、出土したのは米、アワ、ヒエ、オオムギで(吉崎・椿坂、 1991)、作物の組み合わせは

古館遺跡のものと大きく異なったものではない。詞町往来の上(1)遺跡からも、米、コムギ、アワ、

ヒエ、シソ属、アブラナ科、アサ、大豆が出土した(吉崎・椿坂、 1995d)。

沖積地に乏しい山間部は別として、稲作可能な・沖積低地が広がる地域では、三八上北地方、津軽

地方の区分なく、沖積低地を利用した水稲稲作と丘陵地や段丘上を利用した畑作農耕が併立した農

耕生産形態をとり、遺跡が立地した環境に対応してどちらに震点を置いたかの差ではなかろうか。

擦文文化の頃北海道で展開された畑作農耕は、青森県でみられる農耕形態から稲作が脱落したもの

であることは、コメを除いた他の作物種類が共通することから推察できる。

2) 畑跡

東北北部で平安期の畑跡が最初に確認されたのが岩手県軽米町邑角子久保VI遺跡である。畑跡は

約600rrf確認され、畝は流失していたものの畝間の溝跡が残存し、溝の長さは約 5m、幅が20----30

emで・ある(岩手県文化振興事業団、 1988)。その後、北上市岩崎台地遺跡群でも熔跡と推定される

溝跡 5 条がほぼ一定の間備で、並列したものが発見された(岩手県文化振興事業団、 1995) 。

青森県東北町往来ノ上(1)遺跡では住居跡の南西側で、 10世紀前半の畑跡と考えられる畝状遺構

が確認された(田中、 1995)。畝状遺構は白頭山火山灰で覆われた状態で発見され、火山灰は並列

する畝間で摩く、畝上でも部分的に確認されている。そのほかに、住居跡付近には土墳があり、内

部の土壌から数種類の寄生虫卵が検出され、その分析から杷溜ではなく、施肥用土壊であることが

明らかにされている(小山・千葉、 1995)。また、下田町中野平遺跡でも住居群の南側で、 10世紀

前葉の畑跡と考えられる畝状遺構(溝跡)が確認された(下田町教育委員会、 1996)。溝の長さは

1----9m と様々であるが、 6----7mの長さのものが多く、講の隠は20-60em、保さは 4 ----9emで、溝

一良一
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第 3 表擦文時代およびオホーツク文化期遺跡から

出土した鉄製農呉

遺 Z事 名 斧 鎌 鍬先

1.余市町天内山遺跡 2 2

2.葱鹿市柏木東遺跡 2 1

3.恵庭市柏木JII遺跡 1 1

4.葱庭市上島松遺跡 2

5.恵庭市中島松 6遺跡 3

6.中島松 5遺跡

n工~~市兵村遺跡 1

B.lI別市後滋遺跡 1

9.T歳市オサツ2遺跡 2

10.豊富町盛夏遺跡 1 1

1 1.T歳市末広遺跡 4 2

12.小平町尚砂遺跡 1 3

13.飽JII市持層古湾遺跡 1

14.自草華町和天別河口遺跡 1 1

15.浦俣湾十勝太若月遺跡 1

16.平取町二風谷遺跡 1 1

17苫前町餐JIト線遺跡

1B.苫前町香川16 遺跡 1

19.旭川市錦町 5遺跡 1

20.鍔l脇市北斗遺跡 2 1

2 1.深JII市東広患遺跡 1

22.枝幸町国梨泊遺跡 1

23.小梅市郎島遺跡。地点 2

24.札幌市北海道大学付腐植物図内遺跡 1

25.松前町札前遺跡 2 5

25.常呂町岐阜第遺跡 1

合 表何回ふ- 20 24 11

江別太遺跡についても河川を遡上してきたサケ・マス類の捕獲を目的としたもので、やはり住居跡

などは確認されていない。したがって、これらの遺跡は漁労を自的としたと考えられるキャジプ・

サイト的なものであり、集落跡ではない。ただ、再選跡から栽培種子が出土している点を考えれば、

単に漁労のみを目的にしたものとはいいきれない。

擦文文化の遺跡、が河川に近い低地に立地したことについて、集落の立地・分布と河}I I との関係を

分析した藤本 (1982) は、「集落のあるところの資源を目的にするというよりは、}I I もしくは水簡

を利用するための占地ということであろう J とし、擦文文化の主たる生業をサケ・マス漁などの河

川漁労であるとした。さらに藤本は、擦文文化中期以降には河川流域を単位とした地域集屈の成立

を仮定し、河口付近にみられる大集落はこれらの集団の季節的なサケ漁の墓地であるとしたが、こ

の見解に対して吉崎 (1984) によった、「サケは、産卵床の近くで捕獲するのが最も効率的簡単で

ある。 J との指摘があり、河口付近の大集落跡を河川漁業の基地とするには異論がある。

最近の発掘諦査では住居床面・カマド周辺の土壌や焼土からサケ科の遊離歯や椎骨が発見され、

今回報告した栽培種子が発見された 34遺跡のうち 19 遺跡からサケ科やコイ科、ニシン科の歯や骨が

抽出されている。また、札幌市サクシュコトニ川遺跡や旭川市錦町 5 遺跡でのように、サケ科の魚

類を捕獲する目的で木組で構築された「ヤナ状の遺構 J が発見されており、そこでサケ漁が行われ

ていたことが知られている。

道内での畑跡の確認はまだだが、集落の前面や背後に広がった沖積地や砂丘上、台地上の平坦地

は畑作農耕にも適した条件を満たしているとを無視することはできず、河川に近い低地に違跡が立

地していたことを、河川での漁業資源確保のみを目的としたとだけするのは短絡的である。

3) 鉄製農耕呉

擦文文化になって石器のかわりに使用された金属器の種類として、菊池 (1973 、 1979) は武器と

しての鉄製刀子、蕨手万を含む刀類よ鉄鉱を、

農工具としての鉄斧、鉄鎌、鉄製鍬先(鋤先)

と、それ以外の環、鋸子などをあげている。量

的に多く出土しているのは万子と刀類であるが、

農耕具としての鉄製鍬先、鉄鎌、鉄斧も少なか

らず出土している。第 3 表には 1995 年までに出

土が確認された斧、鍬先、鎌の出土状況を.示し

た。この時点では 24遺跡から農具として利用さ

れた鉄器が出土している。最も多いのが鎌で 22

点、次いで斧が 20 点、鍬先が 10点である(山田、

1995a) 。撰文文化の遺跡数に比較するとその

数は少ないが、沖積低地に遺跡が立地する道央

部、道北部の日本梅沿岸に面した河川沿い低地、

石狩川中流域の深}I I市から旭川市にかけた沖積

低地上の遺跡での出土例が多く、それらの鉄

が出土した大半の遺跡で栽培種子の出土も確

されている。

鉄製品をめぐっては宇田川 (1976) に

一集溶内で鉄器を出土する竪穴住居の

4. 擦文文化の畑作農耕の背景

1)気候環境

屋久杉の安定炭素同位体分析をもとに、弥生時代から江戸時代までの気候復元を行った北}I I

(1 995) では、 7 世紀から 8 世紀に顕著な寒冷期が認められるものの、 8 世紀から 12 世紀にかけて

は平均 1 ----2°C温暖であったとした。阪口 (1982) によった尾瀬ヶ原の花粉分析結果でも、途中に

小寒冷期を挟むものの、 8 世紀から13世紀は現在よりも・温暖、吉野 (1982) でも紀元800----1200年

を気候小最良期とし、縄文時代の・温暖期ほどではないが温暖でその極が 9 ----10世紀頃にあったとし

たほか、鈴木 (1990) でも 7 、 8 世紀頃から11世紀頃までを中世初期の暖期「リトルオプチマム期j

とするなど、擦文文化に該当する 8 世紀から 12、 13世紀は温暖期であったとする指摘がある。安田

(1990) も、この頃アイスランドで燕麦や裸ムギが栽培されていたこと、スウェーデン南部でアサ

の栽培を伴う農耕活動がこの頃急速に進展したこと、ヨーロッパ全域で関翠が進み新しい村が成立

したことなどをあげて「中世の温暖期」とした。赤松・右代 (1992) は、北海道およびサハリンの

オホーツク文化期の員塚中から、ウネナシトマヤガイなどの温暖水系種の出土を指摘し、 7 ----10世

紀初め頃は現在よりも温暖であったことを報告している。

この頃、道央部の低湿地では、千歳市美々 8 遺跡低湿部や苫小牧市柏原 5 遺跡でみられるように、

それまで台地上から多量の腐植土が低湿地に流入していたのが止み、地下水位の上昇に伴って10世

紀中頃に噴出したとされている自頭山火山噴出物を挟んだ泥炭層が堆積し始める。泥炭層中ではハ

ンノキ罵やミズノfショウ属、ゼンマイ科などの低湿地の好む樹木や草本類が増加するとともに、コ

ナラ亜属が微増し気候の温暖化を示唆する(山田、 1995c、 d) 。

当時、年平均気温が 1 °C上昇したと仮定して、 1941年から 1970年までの30年間の年平均気温を基

に(日本気象協会北海道支部、 1973)、道内の主要都市の気候的位置がどれほどスライドしていた

かをみることとする。稚内市の年平均気温は6.3°Cで 1 °C加算すると、現在の年平均気湛7.3°C の留

萌市付近に、網走市 (5.9°C) は旭川市 (6.2°C) と岩見沢市 (7.1°C) の間に、自II路市 (5.5°C) や

根室，市 (5.7°C) は広尾町 (6.6°C) 付近に、雄武町 (5.3°C) は旭川市 (6.2°C) 付近に、札幌市 (7.8

°C) は日本海岸の江差町 (9 .4°C) 付近の気候であったことが推定される。 8 世紀から 12、 13世紀

の潤には一時的な冷涼期を挟むものの、現気候下では畑作による生産力が低い道東・道北部におい

ても、気候的に畑作農耕が可能な気候条件下にあったといえる。

2) 遺跡の立地

擦文文化の遺跡の立地をみると、道南部は別として芯狩低地帯周辺や日本海沿岸では、それまで

あまり集落が形成されることがなかった沖積扇状地、沖積低地の徴高地や海岸砂丘上に集落が形成

されるなどの変化を見せる。続縄文時代にも沖積低地に立地した札幌市K135遺跡、や江別市江別太

遺跡などがあるが、 K135遺跡では数多くの焼土や柱穴は確認されたものの住居跡は確認されず、
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と溝の心心開距離は 40cm---- 1ill で、 60----80cmのものが多い。火山灰から、十和田 a 降下火山灰降下

時から数年程度後のものとされている。畝状部分の土壌試料からはソパ属、キュウリ属などの栽培

種の花粉や、スベリヒユ属といった畑地雑草の花粉が検出され、畝状遺構が畑として利用されたこ

とを示す(守田、 1996)。このほかに詳細は不明だが、浪岡町野尻(4)遺跡でも畑跡と考えられる畝

状遺構(溝跡) 2 カ所が確認されている(青森県教育委員会、 1996) 。

以上のように、東北北部でも台地上で平安期の畝をもった焔跡が発見され始めており、畑作は焼

畑ではなく畝が造られた常畑で行われていたことが明らかになりつつある。



の伴出遺物をながめてみても、ほかと特に顕著に異なる点は見いだしがたく、保有も独占所有では

なく「セトルメント・ユニット」閣の共有財産であったする指摘や、天野 (1983) によっては、金

属器の役割は道具を作るための道具にとどまったものであり、金属器普及量の小さいもしくはゼロ

の集屈でも、集団による共詞所有・利用、もしくは集団聞の共詞利用の形で金属器を使用すること

ができ、これによって、必要な生産用具は確保できたとする指摘がある。現在のところ、栽培種子

が発見されている遺跡周辺では確実に鉄製農耕具が発見されており、集団内もしくは集団関で利用

されていたすればその数が少ないとはいえない。

ただ、中期から後期にかけてフィゴ羽口の出土例が増加しており、この頃から鉄製品の再生産

(リサイクル)が本格的に始まっている。鉄製品出土例の減少は、一概に鉄製品流通の減少や、鉄

製品の所有数の少なさを物語るものではない。

また、天野(1983) の指橋にもあるように、道具を作るための道具である万子によって、木を加

工した木製農具の製作が可能で、出土例はないが実際には数多くの木製農具が畑作用に使用されて

いたものと考えられる。さらに、札幌市H317遺跡で廃棄物中からコムギの稗が出土していること

を考えれば、イネ科作物の稗を使用する意図がなければ収穫は穂刈りで行われ、アイヌ民族が使用

していたピパと同様の、カワシンジュガイを利用した収穫具が使用されていたことを考えても良い

であろう。今後は、住居跡等から出土するカワシンジュガイにも、注意をはらう必要がある。

農耕を行うにあたって鉄製農耕具の存在は必要不可欠なものではなく、その出土例が少ないこと

が農耕が普遍的に行われなかった証拠とはなり得ないことを強調したい。

5. 日本列島北端で展開された雑穀農耕

1)作物

7 世紀後半から 12 、 13 世紀にかけて日本列島北端の北海道で展開された擦文文化の遺跡は河川沿

いの徴高地や沖積窮状地に立地することが多く、アワ (Setari α italic α) 、キビ (Panicum mili αceum) 、

オオムギ (Hordeum vα19l αre L.) 、コムギ (Triticum aestivum) 、ヒエ (Echinochlo α utolis Ohwiet

Yabuno 、モロコシ (Sorghum vulg αre) 、 ソノイ(F， αgopyrum esculentum) 、小豆 (Vign αα bgul αrL S

var.α ngularis) 、緑豆? (V.radiat α(L.) R.Wi1czek)、ベニバナ (Cαrthαmus tinctoriαL.) 、

シソ属(Perilla sp.)、アサ (Cαmαbis sαtivαL.)、アブラナ科(Crucijerae)、ウリ科(Cucumis sp.)、

ヒョウタン (Lαgenaria sp.) といった畑作物種子と、コメ (Oryza sativαvar. )α:ponicum) が出土し、

鍬先(鋤先)、鎌、鉄斧といった鉄製農工具も出土する。このほかに栽培された可能性があるもの

としてヒエ属 (E. sp.)、ホオズキ (Physalis sp.) があり、いくつかの遺跡で、出土が報告されてい

る。

遺跡の立地、出土した種子、農耕用具の存在は、佐々木 (1991)によって提示されているナラ林

文化における農耕段階(ナラ林型雑穀焔作文化)の段階に達していたことを示すものである。この

時期に行われた畑作農耕の生業に占める役割を高く評価しようとした吉崎・椿坂 (1990) や上野

(1992) の見解があるの対し、まだ、擦文文化の生業は河川を中心においた漁労・狩猟で、雑穀栽

培はあくまで補助的なものであったとする沢・西 (1975) や宇田川 (1979)、藤本(1979) の見解

を支持する声が強い。擦文文化の遺跡発掘件数に較べて栽培種子が出土した遺跡数は少なかったも

のの、ここ数年の札幌市や千歳市で行われた該当選跡の発掘調査を例に取れば、発掘調査に際して

は土壌のブローテージョン作業が行われ、そこでは確実に炭化した栽培種子が出土しており、遺跡

数は毎年増加する傾向がある。農耕社会が形成されるほどではないが、食糧資源のーっとして畑作

農耕によった収穫物が期待されていたものと考える。

前期にはアワ、キどが主となり、遺跡によってヒエ、オオムギ、コムギ、ソノヘアズキ、シソ属、

アサ、コメを伴う栽培種子がみられるものの、種子が出土した遺跡は集落跡が確認されている北海

道中央部以南に隈られる。栽培種子が出土した遺跡の大半は 8 世紀に入ってからのもので、奈良末

から平安時代にかけた気候の温暖化も畑作農耕定着に寄与した。

これまで吉崎(1992a)、山田(1995a) が、擦文文化後期に入ってから栽培化が開始されたか、

本州から移入されたのではと推定されてきたヒエが、千歳市オサツ (2 )遺跡で出土が確認され(吉

崎・椿坂、 1996c)、他の作物よりは出現頻度が少ないもののその出現時期は早まった。

三浦 (1991、 1995) は、 7 世紀から 8 世紀は東北北部から北海道一円で、ほぼ同一な技法で製作

された土器を使用していた時期であり、その頃の東北北部の生業は農耕で、地域によって異なるも

のの稲作が主となって畑作を組み合わせたものや、畑作を主とした形態がみられるとした。作物の

組み合わせを比較すると、北海道の場合には東北北部の作物構成からコメが除外されただけで、畑

作で栽培された作物の種類はほぼ向じで、畑作物種子については出土遺跡で栽培されたものと考え

るべきである。北海道でももわずかにコメが出土しているが、これについては東北北部で生産され

たものが鉄製品と同様に高品として持ち込まれた可能性が強い。

中期前葉や中葉の集落跡は官官の時期とほぼ同じ地域に限られるが、中期後葉には道央部から河川

沿いに内陸に入り込んだ深川市や旭川市、呂本海沿いに北上した留萌市や小平町、苫前町などにも

集落が進出するo 栽培種子が出土した遺跡はその多くが道央部に集中するものの、小平町高砂遺跡

ではソパと緑豆?が栽培され、その北の苦前町香川三線遺跡、隣接した香川16 遺跡ではアワ、キピ、

オオムギ、シソ属とソパの栽培が始まる。深川市東広盟遺跡では東北地方からの移入と考えられる

コメが利用された。この時期には、前の時期の作物にヒエ属、ベニバナ、アブラナ科、ウリ科、ヒ

ョウタンの 5 種類が加わり作物は14種類となるが、主となっていたのはアワ、キビ、オオムギ、コ

ムギである。

この時期を代表する、道央の札幌市サクシュコトニ川遺跡では、コメは別としてアワ、キビ、オ

オムギ、コムギ、ヒエj嵩など10種の作物が、間市H317遺跡でもアワ、キビ\ヒエ、オオムギ、コ

ムギなど 7 種類の作物が栽培されていたが、道央部以北では 2'""5 種類が確認されただけで、この

違いが生業形態の中での農耕生産物が担った比重の差を示すものかもしれない。道央部ではこの時

期になるとヒエが 3 遺跡から、野生のヒエ震も 2 遺跡で検出され、この頃になってヒエ栽培も定着

した様子を見せる。また、道央部では東北北部から出土したものと同様な一般的なオオムギと、サ

クシュコトニ川連跡やH317遺跡で確認された小型のコムギがセットとなって出土する。脱穀処理

後の簡を廃棄したものと考えられている場所から、サクシュコトニ川遺跡ではオオムギとコムギの

穂軸が検出され、 H317遺跡ではムギの穂軸と稗が発見され、それぞれの遺跡で収穫・脱穀作業が

行われていたことを示している。コメも 3 遺跡から検出され、 10世紀頃から操業が開始された青森

県五所川原系の須恵器や鉄の動きとの関連で注目される。

さて、中期後半になって道北部でもオオムギが出土し始めるが、道央部で出土したオオムギとは

形態が異なったもので、コムギが共伴するこはない。これについては後述する。

後期にはいると、擦文文化の集落はほぼ全道一円に分布し、これまでは栽培種子が出土しなかっ

たオホーツク海沿岸部やその内陸側、十勝平野や釘"路湿原、根室半島からも栽培種子が出土

作農耕が全道各地で行われていた状況となる。しかし、道央部の余市町大川遺跡で12種類、本

K441遺跡北34条地点で 6 種類、松前町札前遺跡で 6 種類の作物がみられるのに対して、佐呂

1<)



* はオホーツク文化の遺跡

1A

札前遺跡などからのものが、長さ 4.9"-'6.1x 幅2.4"-'3.0x 厚さ1.7"-'2.5mm、 f長さ/幅」の値は1.85

"-'2 .43である。本州では、東北北部の青森県李平下安原遺跡、岡県内姥沢蝦夷舘遺跡、岩手県五庵

II遺跡、同県江刺家遺跡、直良 (1956) によった関東の千葉県下北原遺跡、埼玉県川越市第一中学

校敷地などからのオオムギがあり、長さ 4.93"-'6 .43x 鴎2.07"-'3.39x 厚さ1.8"-'2.84mm、「長さ/幅J

の値は1.85"-' 1. 6で、その形態は道央部以南から出土したオオムギと同一であるo

オホーツク文化期と擦文中期後葉から後期の道央部以北出土のオオムギは吉崎・椿坂 (1990) で

「擦文オオムギJ と仮称されたもので、これらのオオムギは岩手県五庵 I 遺跡で中世の住居跡から

出土したもの以外に東北地方北部に類例はない。オホーツク文化期や擦文文化期に該当するものと

しては、大陸沿海地方の初期鉄器文化から金代までの遺跡から出土する「長さ/幅J の植が1.43"-'

1.68を示すオオムギに類例を求めることができる(山田、 1994、山田・椿坂、 1995) 。

これに対し、吉崎 (1995) によった、 12 種類のタイプのオオムギが、大陸側から日本列島に伝

播してきたときの当初の流入路の相違を反映しているとは必ずしも解釈できなし '0 いいかえれば、

特定品種が種々の環境適応の結果生じた変異の範盟内として理解できるかも知れないと。J とした

指摘がなされている。

確かに環境適応した品種の変異といった要素を考癒する必要性はある。しかし、①「擦文オオム

ギJ の出土時期が、大陸との交流の結果として大陸製品の出土震が多い 7 、 8 世紀のオホーツク文

化の遺跡からであること、②擦文文化の遺跡から出土するのは、オホーツク文化が擦文文化に吸収

された10世紀以降になってからであること、③その分布範囲が道央部以北に限定されること、④ロ

シア沿海地方では金代になるとこのタイプのオオムギと、長くて幡の狭いオオムギの 2 種類が併存

したこと(山田、 1994a) などから、東北北部から伝播したものが変異したのではなく、大陸沿海

地方から伝播したとする方が考えやすい。これまで得られた資料から判断すると、「擦文オオムギJ

は大睦との交流をもったオホーツク文化の集団によって、 8 世紀から 9 世紀頃にかけて金属製品や

ガラス製品などの大陸製品とともに沿海地方から北海道オホーツク海沿岸部に伝播され、オホ…ツ

ク文化の集屈によって栽培・利用され発芽可能な状態が保たれ、次いで、オホーツク文化が擦文文

化に吸収された10世紀頃に、道東・道北部に進出した擦文文化の集団によって受け継がれ、以後道

央部以北の擦文文化の集団の中で栽培が継続されたものと考える(山田、 1996)0 7 世紀から 8 世

紀にかけて、東北北部と大陸沿海地方の 2 方向から異なった系統のオオムギが北海道に伝播し、道

央部をおおよその境界として、それぞれの地域の擦文文化の集団により作物のーっとして取り込ま

れたのである。

擦文文化が成立した頃、東北北部から北海道にアワ、キビ、、オオムギ、コムギなど十数種類の作

物が伝播したように、オホーツク文化期にオホーツク海沿岸部の集団にもオオムギだけではなくア

ヮ、キビといった共伴した作物が伝播していたと考えられる。しかし、遺伝子レベルの分析を行え

ばその違いが区分される可能性は残るが、徴綿な種子で形態的差異から区分はできない。擦文文イ

の遺跡ではアワとキビが主で、それに{也のいくつかの作物が組み合って耕作されたとしたが、

期頃の東北北部の遺跡で、はキビの出土例は少なく、キビに代わってヒエが加わる。この組みA

の違いが伝播系統の違いを示すのかもしれない。

3) 擦文時代の生業に占めた畑作農耕のウエイト

1980年代までは、擦文文化の農耕はあくまでも補助的なものであったとする指摘

藤本(1982) の「本来的な意味における農耕文化が、たとえ稲作農耕ではない

定着して、生活の基盤がそれによってささえられていたとは考えがたい(略)
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遺跡名 長さ 市員 厚~ 長さ/幅

1.網走市二ツ岩遺跡安 4.29 2.93 2.38 1.46

2. 枝幸町自梨治遺~fJi* 4.54 2.99 2.09 1.51

3. 雄武町雄武竪穴群遺跡女 4.75 3.5 2.6 1.35

4. 湧別町川西遺跡* 4.2 2.7 2.5 1.56

5.d\ 樽市蘭島 C遺跡 6.1 31- 2.03

6. キし根市 K435 遺跡 4.9 2.4 1.7 2.04

7.5自村へロカルウス遺跡 6.1 3 2.5 2.03

8. 札幌市サクシユコトー )11 遺跡 5.3 2.4 1.8 2.2

9. 札幌市 H317 遺跡 5.69 2.34 1.84 2.43

10..松前町札前遺跡 5 2.7 2 1.85

11. 札幌市 K441 遺跡 4.2 2.9 2.3 1.44

12.苫前町香川ニ線遺跡 5.1 3.8 2.9 1.34

13 苫前町香 JI16 遺跡 4.9 3.1 2.5 1.58

14. 浦幌町十勝太若月遺跡 4.8 3 2.4 1.6

15.~ 1\路市北斗遺跡 4.61 3.2 2.33 1.44

16.佐呂罰町浜佐呂間 4.36 2.81 2.04 1.55

17. 青森県李平下安原 5.3 2.6 2.2 2.03

18. 脊森県内姥沢蝦夷館遺跡 5.85 2.7 2.3 2.16

19. 岩手県五庵!遺跡 4.39 2.85 2.44 1.54

20. 岩手県五庵 II遺跡 6.43 3.39 2.84 1.89

21. 岩手県江刺家遺跡 5.53 2.83 2.23 1.95

22. 岩手県古館 II遺跡 4.93 2.07 2.62 2.38

23. 埼玉県川越市第プ中学生交艇也遺跡 5 2.3 1.8 2.17

24. 千葉県下北原遺跡 5 2.7 2.2 1.85

浜佐呂関遺跡や劃 II路市北斗遺跡で 4 種類、浦幌町十勝太若月追跡、豊富町豊里遺跡、雄武町雄武竪

穴群遺跡で 3 種類とその種類は少ない。そこでみられるのはキビ、アワ、オオムギ、ヒエ j語、アズ

キ、緑豆?、シソ罵、アサなどで、構成の中心となるのがキビ\アワ、オオムギである。

一方、大川遺跡や札前遺跡からはコメが出土し、特に大川よ遺跡のコメは炭化米としては異常な k

g単位で、出土している。三浦 (199 1)によった、本州北部地域はそこで生産された須恵器、鉄、塩、

コメを北海道の擦文文化歯への供給を主目的にしていた、いわば「捺文文化罷の拠点地域 j であっ

たとした指摘がある。東北北部の五所川原系の須恵器、岩木山山麓を中心とした製鉄炉で生産され

た鉄、陸奥湾岸で生産された塩、そして陸奥湾岸と津軽平野の沖積地で生産されたコメが北海道と

の交易品とされていたことを考えれば、日本海ルートの海運基地と推定されている大Jl I違跡から大

量のコメが出土し、津軽海峡を挟んで青森県と対崎した台地上に立地した札前遺跡からコメが出土

したとしても不思議ではない。遺跡から出土した栽培種子の構成は、道内で行われた畑作での収穫

物だけではなく、本州、 lで収穫し移入されたコメも食糧資源のーっとして期待されていた状況にあっ

たことを示す。

2) 2 系統のオオムギ

縄文晩期の小樽市塩谷 3 遺跡、続縄文文化後半期の札 i提市 K135 遺跡からオオムギが出土するが、

その数は少なく、ムギもしくはオオムギとされるものがある程度の量出土するのは、オホーツク文

化もしくは擦文文化の遺跡からである(第 4 表)。オホーツク文化の遺跡のなかでオオムギの出土

が確認されているのは、 8 世紀から 9 世紀の縞走市二ツ岩遺跡、演別町川西遺跡、雄武町雄武竪穴

群遺跡、枝幸町目梨泊遺跡であ

る。第 4 表に示したように、オ

ホーツク文化期の遺跡から出土

したオオムギは長さ 4.2"-'4.75

×幅 2.7"-'3.5x 悪さ 2.09"-'2.6mm 、

「長さ/幅」の値が1. 35"-' 1. 51

な、短くて幅が広い形態である。

同様な形態のオオムギは苫前町

香川三線遺跡、同町番Jl I6 遺跡、

滞螺町十勝太若月遺跡、弱 II路市

北斗遺跡、佐呂間町浜佐呂罰遺

跡、雄武町雄武竪穴群遺跡、札

幌市 K441 遺跡など、擦文文中

期後葉から後期の遺跡から出土

し、長さ 4.2"-'5.1 x 幅 2.7"-'3.8

×厚さ 2.09"-'2.9 剛、「長さ/幅 J

の値は1. 34"-' 1. 6である。

道央部以南の擦文前期の遺跡

から出土したオオムギは、蘭島

C遺跡、ヘロカルウス遺跡、 K

435 遺跡、中期のサクシュコト

ニ川遺跡、 H317 遺跡、後期の

第 4 表 北海道・東北地方の各遺跡から出土したオオムギの計測値

(単位 mm)



たえた本州文化の影響は小さくないが、どうもその後の時代に影響が持続したようには思えない」

とした指摘が、その代表的なものであった。このような指摘は、擦文文化にあっても縄文文化の伝

統が継続されたとする考えを背景としたものである。擦文文化が漁労・狩猟を経済基盤としたとす

る根拠は、遺跡の立地や 2 、 3 の遺跡で持}I Iをせきとめた「ヤナ状遺構」が発見され、焼土中から

サケ類の骨が出土していることがその根拠となっている。

各遺跡からは栽培種子とともに、ブドウ属、マタタビ属、キハダ属、ガンコウラン、ミズキ、エ

ゾニワトコ、キイチゴj書、ウルシ属、タラノキ属などの果実種子やネギ属の鱗茎、オニグルミやク

リ、コナラ亜属の竪果皮片・子葉片などが出土し、縄文時代以来利用されてきた野生植物の採取が

行われていた。今回の報告にあたり、栽培種子が発見された各遺跡での動物遺体の出土状況を調べ

たのが第 5 表である。 34遺跡のうち 19遺跡でサケ類の骨が発見されており、なかにはサケの骨や遊

離歯が多量に出土した遺跡もみられる。また、内陸部に位置しながらニシン科や海獣骨が検出され

た遺跡もあり、河川漁だけではなく海での漁労・狩猟が行われ、エゾシカの骨が確認されたのが 6

遺跡、ヒグマの骨が確認されたのが 2 遺跡あるほか、晴乳動物や鳥類の骨が11遺跡で確認され、内

陸での狩猟活動が行われていたのも確かである。

1994年に北方民族薄物館で行われたフォーラム「アイヌ文化の成立を考えるJ における瀬川の発

表 (1996) で、サケの大量の捕獲が擦文時代の開始の要因である本州、i との交易と無関係ではないと

したものや、サケは食料であると同時に交易品であったとする指摘がある。多量の鉄製品、須恵、苦言、

コメなど東北北部との交易で得た物品の対価として、捕獲されたサケなどの魚類や陸獣・海獣の毛

皮など北海道の特産物があてられたことが想定される。

交易物の対倍として、河川や海での漁労活動、陸上や海上での狩猟活動で捕獲した資源を確保す

るとともに蛋白や脂肪を補給する食種資源とし、畑作農耕で得た生産物と交易で得たコメで炭水化

物を賄い、野生の植物や果実の採取でビタミンの補給をしたと考えれば、同じ焼土中から魚骨や獣

骨、栽培種や野生種の種子が発見されることに矛腐は生じない。また、青森県の陸奥湾岸で生産さ

れた塩が北海道との交易品とーっとなっていたことが事実であれば、その当時の北海道はすでに消

化に当たって埴分を必要とする穀物食を臼常的に摂取していたこととなる。

第 5 表 栽培植物種子が発見された遺跡から出土した動物遺体

遺 Z主 名 サケ科 ニシン科 カサゴ科 カレイ閤 コイ 14 その他県骨 ヱゾ"カ ヒデマ イヌ ウサギ科 靖乳動物頭 鳥銭 海思惑 力ワシンジュガイ

1.札幌市N426遺跡 。 。 。

2.千歳市オサツ 2遺跡 。 。 。 。 。 。

3.札幌市H317遺跡 。 。 。 。 。 。 。

4.ヰL¢潟市K435遺跡 。 。 。 。 。 。

5.千歳市末広遺跡 。 。 。 。

6.札幌市K113遺跡北34条地点 。 。 。 。 。 。

7.礼甥市K113遺跡北35条地点 。 。 。 。

8.札幌市サクシュコトー川遺跡 。 。 。 。 。 。

9.;奈川市東広里遺跡 。 。

10.小平町品叫濁跡 。 。 。 。 。 。

11.札幌市K39遺跡大木地点 。 。 。

12.札幌市K39遺跡北11 条地点 。 。 。 。

13.苫前町香川ニ線遺跡 。 。 。

14.苫前町香川 6遺跡 。 。 。 。

15.札幌市K441遺跡北33条地点 。 。 。 。

16.札幌市K441遺跡北33条地点 。 。 。 。 。 。

17.倍前田T札前遺跡 。 。

18.遠軽町寒河江遺跡 。

19.~1路市北斗遺跡 。 。 。 。 。 。 。

。多く出土 O出土が確認されたもの

1C 一一ー

さて、擦文文化の畑作農耕がどれほどのウエイトをもったものであるか考える上で問題となるの

が、耕作形態と規模である。

擦文文化に行われた農耕の形態について加藤(1980) は、アイヌ民族によって行われていた農耕

の形態から、プロト“アラキ型"焼畑であったとした。しかし、擦文文化の遺跡が立地した沖積低

地や蔚状地上の徴高端、海岸砂丘や台地上には平坦地が広がり、開墾にあたっての伐木・火入れし

たことは推定されるものの、いわゆる焼畑農耕が恒常的に行われた可能性はきわめてうすい。

群馬県の黒井峰遺跡で作付けされた畝が残る畑地跡が発見され、馬県西組遺跡で住居周辺に広域

な畑地跡が発見されてから(能登、 1991)、各地で畑地跡の発見が相次ぎ、最近では平安時代の岩

手県鹿角子久保IV遺跡、岩崎台地遺跡群、膏森県中野平遺跡、往来ノ上(2)遺跡、野尻(4)遺跡な

どでも発見されており、沖積低地には水田が作られ台地や丘陵上には畝をもった常畑が作られ、各

遺跡から出土している畑作物が栽培されていたとしても問題はなかろう。水田耕作や畝をもった焔

を使用して畑作を行っていた東北北部との交流を保ち、東北北部から鉄製品や須恵器を移入してい

た北海道の擦文文化の集団に、歓をもった畑を造成する技術が伝播しなかったとは考えられず、そ

の発見は時間の問題である。

もはや擦文文化の生業基盤のーっとしてアワ・キピ、オAtムギなどを栽培した畑作農耕が取り入

れられたことに疑異はない。なかで、も石狩低地帯周辺を中心とした道央部の遺跡で、ァヮ、キビ、ヒ

ェ、オオムギ、コムギなど 6 種類から 11種類の作物が栽培され、吉崎・椿坂 (1990) での指摘にあ

るような、稲作が欠藩した熔作農耕が行われ、欠落したコメを本州、|からの移入で補っていた可能性

が伺える。だが、道北部や道東部では 3 種類から多くても 5 種類の作物が確認されただけで、作物

構成上からは補助的な農耕を行っていた感がある。しかし、ここで浦幌町十勝太若月遺跡16号住居

からの栽培種子の出土状態に注目したい(後藤、 1974)。カマド前に横倒しとなった土器にびっし

り詰まったオオムギ、住居中央の板材の上に盛られていたキビとシソ属、北西壁に密着したまま検

出されたキピから、当時農耕生産物に依存した食生活がなされていたことが鰐える。また、雄武町

雄武竪穴群議跡では火災の痕跡がない 3 軒の住居跡いず、れからも栽培種子がしている。栽培種子が

発見されたのはカマド潤聞に限られ、残搾もしくは謂理中に偶然にこぼれ落ちたものが、カマドの

熱を受け炭化して残存したものである。熱を受ける場所以外にこぼれ落ちた穀物は、未炭化であっ

た故に土壌中で腐敗しでものが多かったと考えられる。道央部と比較すると作物種や耕作規模、収

穫量での差があったにしても、普遍的に穀物が利用されていたことを物語る。

根拠には乏しいがこのような状況を基に、道央部から道南部では年間に必要な食糧資源の約 2 分

の 1 、道北・道東部で約 3 分の l 程度が畑作農耕での生産物で充足されていたものと考える。擦文

時代の主生業は何であったかとするよりは、畑作農耕・漁労・狩猟・採集といった生産手段をも

て、地域の生態的な環境に応じて補完しあった生業形態で食料確保が行われ、交易で入手した鉄

品などの対価を、漁獲物や狩猟物で充てていたと考える。

6.おわりに

擦文文化が成立した際に利器として鉄製品を選択して自己完結経済の一部が崩壊し始め

世紀頃には煮沸呉・容器としての土器から鉄鍋を選択し自己完結経済の崩壊はさらに、

は終末をむかえる。その終末について、鎌倉幕府による奥州藤原征討に端を発

的・文化的動向や、平安末から鎌倉時代にかけて臼本海沿岸ルートによる

要因とされているが、ほかに北111 (1995)、阪口 (1982)、安田 (1990) ,
一一 1.7 一一



紀以降の気候の寒冷化もその要国のーっとしてあげられる。気候の悪化が、定着しつつあった畑作

農耕に与えた影響の大きさも考慮にしなければならなし、

擦文文化の後、数百年にわたってアイヌ文化が展開されたが、近世に記録されたアイヌ民族によ

った農耕はきわめて粗放的で小規模なものとされているo しかし、昨年虻田町の台地上で1663年に

噴出した有珠 b火山噴出物下から、近世の記録とは異なった畝をもった広域な焔跡が発見されたほ

か、道央部での発掘調査で有珠 b火山噴出物や1667年に噴出した樽前 b 火山噴出物下のアイヌ文化

拐の遺物倒合層や遺構から鍬・鋤先、多量の鎌が発見されるとともに、数遺跡からは多量のヒエな

どの農作物が出土しており、 17世紀中葉頃にも鍬や鋤を使用して畝をもった畑を造成し、ヒエなど

の雑穀農耕を行っていたことが伺える。擦文文化の農耕形態を説明するのにアイヌ民族によった農

耕形態が引用されていたが、もはやそれ自体を考え直す時期にきているのではなかろうか。

いつもながら、札韓国際大学吉崎昌一教授、北海道大学埋蔵文化期調査室椿坂恭代氏の指導・助

言をいただいた。ここに記して感謝します。なお、この研究は平成 8 年度・ 9 年度文部省科学研究

費補助金、基盤研究(C) (2)、課題番号08610419を使用して行ったものである。
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Actualconditionsofcornfarmingdeveloped

innorthernmarginsofJapaneseIslands

GoroYAMADA

Inthelatterof7thcenturythePost-JomonCultureinHokkaidochangedintotheSatsumon

CultureunderaninfluenceofcultivationculturewithHajikiCpotteries).Jomonornamentation

patternshithertousedonpotteriesdisappearedbythattime , andhousingstructurechanged

intorectangularformsequippedwithfurnaces , modeoflifechangedgreatlybyintroductionof

manytechniquesofsmithery , weavingandcorncultivation.Therewasageneralopinionthat

theeconomicbasementoftheSatsumonCultureliedinfishingofsalmonsandtroutsinrivers ,

butrecentinvestigationsrevealthatpeopleatthattimemanagedcultivationofmanykindsof

corns.Althoughtracesofcultivatedfieldshavenotyetbeenconfirmed, sixteenkindsofseeds

ofcultivatedplantssuchusmilletsCfoxtailmilletandprosomillet)andbarleysoccurfrom

thirty 叩four sitesofthelatterhalfof7thcenturyto12-13rdcentury , andbesidesofthemthe

cultivationtoolssuchasironplowsandsickleswerediscoveredinHokkaido.Fromthelatter

halfof7thcenturytomiddle9thcenturycultivationCfarming)-culturewasdevelopedinthe

southoftheIshikariLowland , butsincethelatterhalfof9thcenturyto12-13rdcentury , when

villagesoftheSatsumonCulturebegantoinvadetonorthandeastoftheIshikariLowland, culｭ

tivationwasdevelopedinmostpartsofHokkaidounderaninfluenceofwarmclimate.However

inthesouthoftheIshikariLowland7ω8 kindsofcropsarefound , and, incontrast, inthe

northonlyfourorfivekindsofcropsfound.Andthereisadifferenceofspeciesinbarleyswhich

wereexcavatedfromremainsofthepost“ 10th century.Thebarleyswhichwerereportedfrom

thesouthoftheIshikariLowlandseemstobeoriginatedinnorthernTohokuregions , andonthe

contrarylineagesofbarleysinthenorthcanbetracedbackintocoastalregionsofEurasian

ContinentwherecropswerecultivatedundertheinfluenceoftheIron-toolCulture.Fromｷthis

studyitbecameclearthatpeopleoftheOkhotskCulturehadaninfluenceinintroducingbarleys

ofcontinentalorigin.HoweveritisalsoobviousthatpeopleoftheSatsumonCulturemanaged

onfishinglaborsinriversandoceansaswellashuntingonlandsandoceans.Theireconomical

basementwasdependentoncultivationanfieldsandproductsoffishinglaborandhunting.A

p訂t ofsuchproductsareconsideredtohavebeenexchangedasvalue-equivalentswithi


